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お問合せ 八戸シティ法律事務所 代表弁護士 木村哲也

電話番号 ０１２０－１４６－１１１ FAX０１７８－３８－９２３０ http://hachiben.jp/
〒031-0031 青森県八戸市番町３ ＮＣビル６階

受付時間：午前９時～午後５時 ※土曜・日曜・祝日 応相談

民事訴訟を起こされると、裁判所から「訴状」などの書面一式が送られてきます。今回

は、民事訴訟を起こされた場合の対応について、ご説明させていただきます。

１ 放置は絶対にいけません！

民事訴訟を起こされたのに対し、何の対応もせずに放置すると、相手方の主張する事

実をすべて認めたものとみなされ、相手方の請求を認容する内容の判決が下されること

になります。放置してはいけません。

２ まずは弁護士にご相談を

民事訴訟を起こされた場合は、まずは弁護士に対応方法を相談するのが良いでしょう。

民事訴訟は複雑な手続であり、専門家でなければ適切に対応することが難しいため、弁

護士に対応を依頼することをお勧めします。

３ 答弁書の提出

相手方の請求・主張に対する反論を記載した「答弁書」を提出します。提出の締め切

りは、裁判所が指定する第１回口頭弁論期日（最初の裁判期日）の７日前とされること

が多いですが、間に合わなければ「請求を棄却する判決を求める」、「事実関係は追って

反論する」という内容の形式的な答弁書を提出し、２回目の裁判期日までに具体的な反

論内容を記載した「準備書面」を提出することでも構いません。弁護士に依頼した場合

は、答弁書や準備書面の作成・提出などは弁護士が行います。

４ 第１回口頭弁論期日

第１回口頭弁論期日は、答弁書を提出しておけば、日程が合わなければ欠席しても構

いません。２回目以降の裁判期日は、裁判所に出頭する必要がありますが、弁護士に依

頼していれば、裁判所に出頭するのは弁護士だけで構いません。

５ 解決までの流れ

２回目以降の裁判期日では、双方が主張・反論を記載した準備書面や証拠資料を提出

し、争いとなるポイントを整理していきます。裁判期日は、およそ１か月～１か月半ご

とに行われます。そして、必要であれば関係者の尋問（聞き取り）を経て、判決という

流れになります。ただし、判決には至らず、双方が譲り合って「和解」で解決するケー

スも多いです。和解には、判決の見通しや双方の実情を踏まえ、柔軟な解決を図ること

ができるというメリットがあります。

民事訴訟を起こされた場合は、まずは当事務所にお気軽にご相談ください。

民事訴訟を起こされた場合の対応

当事務所では、お付き合いいただいている皆様に向けて、法律関連のニュース

や当事務所の近況などを、定期的にニュースレターとしてお送りさせていただいて

おります。当事務所の近況やご挨拶のほか、少しでもお役に立てる情報をお届け

できればと思っております。


